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研究成果の概要： 

本研究は、宗教が重視する「感謝」の気持ちに注目し、感謝が免疫細胞（ナチュラル
キラー（NK）細胞）活性に影響を及ぼすのかどうか、また心理テストでどのような変
化が認められるのかを研究した。感謝の気持ちを高める方法は、内観療法を応用した
方法を用いた。その結果、NK 細胞活性には変化が認められなかったが、「主観的幸福
感」を評価する質問票では、「心の健康度」が改善した。さらに「心の健康度」の中
では「人生に対する前向きな気持ち」が優位に改善した。「生活の質」を測定する質
問票でも有意な改善を認めた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 2,500,000 750,000 3,250,000 

2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・宗教学 

キーワード：(1) 宗教と医学  (2) 内観療法  (3)NＫ細胞活性 (4)ＰＯＭＳ 

 (5) ＷＨＯＳＵＢＩ  (6)ＷＨＯＱＯＬ  (7)生きる意味 (8)感謝 
 
１．研究開始当初の背景 

宗教と医学の関係は、昨今見直され
つつあるとはいえ、現状ではターミナ
ルケア等に限定され、宗教の積極的な
医 学 へ の 貢 献 は 活 発 に 研 究 さ れ て い
ない。一方、医学においては、それま
で の 感 染 症 か ら 生 活 習 慣 病 へ の 疾 病
構造の変化に伴い、治療医学だけでは
なく、予防医学、更には健康増進医学
が目指されているが、具体的に、いか
に し て 健 康 を 増 進 す れ ば よ い か の 問
題は、これまでの分子生物学を中心と

す る 医 学 研 究 を 進 め る だ け で は 簡 単
に 解 決 で き そ う に な い の が 現 状 で あ
る。宗教と医学は歴史的には不可分の
関係にあり、ともに「救済」という共
通の目的を持つと考えられるが、現在
では前者は魂の救いに限定され、後者
は 主 に 身 体 の 救 済 に 限 定 さ れ る こ と
により、棲み分けを行ってきたといえ
る。しかし、本来宗教と医学はより積
極的に協力し合い、人々の健康に寄与
すべきであると申請者は考えている。
申 請 者 は こ れ ま で 宗 教 を も つ 人 々 で



は ス ト レ ス 耐 性 が 一 般 に 高 い こ と を
臨床上も経験してきた。そうした人々
には、困難に直面してもその出来事の
意味を考え、自らの使命感を自覚して
いるという共通点があった。この点に
関しては、精神医学の分野で V.フラ
ンクルが「生きる意味」の重要性を指
摘している。また最近の予防医学・健
康増進医学の分野では、「主観的健康
感」が注目されている。主観的健康感
は 文 字 通 り 自 分 が 健 康 で あ る と 感 じ
る程度であるが、これはフランクルの
「生きる意味」とも密接に関係する。
主観的健康感に関して、Ider らは、
約 6000 人の高齢者を対象に主観的健
康感と 4 年後の死亡率とを調べ、評価
の 悪 い 人 は 良 い 人 に 比 較 し て 優 位 に
死亡率が高いことを報告している（Am 
J Epidemiol 1990）。一方、ストレス
が免疫細胞の中でも特に、ナチュラル
キラーNatural killer（ NK）細胞（特
に 初 期 の が ん 細 胞 を 攻 撃 し て 身 体 を
がんから守る）に影響することはよく
知られており、NK 細胞活性が低い人
は、NK 細胞活性が高い人よりもがん
に な り や す い こ と が 示 さ れ て い る
（Imai K. Lancet. 2000）。  
 
２．研究の目的  

以上、これまでの研究を踏まえ、申
請者は宗教の機能として「神仏に生か
されていることへの感謝」と「自らの
生きる意味の自覚」に注目し、宗教が
与える感謝や使命感は、「主観的健康
感」を高め、さらに「 NK 細胞活性」
を 高 め る の で は な い か と の 仮 説 を 立
てた。つまり、今回の研究の目的は、
特 に こ れ か ら の 社 会 で 重 要 と な る 予
防医学、健康増進医学の観点から、宗
教が人々の健康に与える影響を、近年
医 学 の 分 野 で 注 目 さ れ て い る 主 観 的
健 康 感 や 免 疫 機 能 を 解 析 す る こ と に
よ っ て 明 ら か に し よ う と す る も の で
ある。 
 
３．研究の方法 
（１）対象者  
①宗教に入っている方 

某宗教団体の協力を得て、調査を行
った。全部で参加者は 86 名（平均年
齢 62.0±5.3 歳）、最終的に最後まで
研究に参加したのは NK 細胞活性測定
では 72 名のデータが得られた。 
②特に宗教に入っていない方 

地 域 の 高 齢 者 を 対 象 と し た 学 習 会
の方々の協力を得て調査を行った。参
加者は 29 名（平均年齢 70.4±6.5 歳）

で、最終的に NK 細胞活性に関しては
22 名の結果が得られた。 

一人の参加者につき、最終的に 4 回
の NK 細胞活性を測定したので、全部
で約 400 回、 NK 細胞活性を測定した
ことになった。 
（２）内観療法的介入 

内観療法的介入を１ヶ月間行なう。
宗教を信じている人に対しては、「宗
教に入信してから、神仏に

．．．
①していた

だいたこと、②お返ししたこと（奉仕、
献金など）、③迷惑・心配をおかけし
たこと」をふりかえり、毎日 1 行でも
ノートにつけてもらう。これを入信か
ら現在まで、3－ 5 年ごと刻みで振り
返ってもらう。具体的な方法は、実施
前に十分参加者に説明し、各自に記録
をつけるための大学ノートを渡した。
一般の参加者を対象とした調査では、
通常の内観のように母、父、配偶者に
対する内観を行った。内観的介入の方
法 は 調 査 開 始 前 に 直 接 研 究 代 表 者 が
説明を詳しく行った。 
 
（３）免疫機能の測定 

免疫機能として、ストレス研究等で
も 頻 繁 に 用 い ら れ て い る ナ チ ュ ラ ル
キラー細胞活性（NK 細胞活性）を測
定した。測定は、日内変動を避けるた
め、すべての採血を午前 10 時～12 時
の間に行った。細胞活性は、ターゲッ
ト細胞として K562 細胞を用い、エフ
ェクター細胞比（E/T 比）を 20：１で
行った。測定は（株）エスアールエル
（SRL）で行った。 
 
（４）心理テスト 
質問票は、「主観的健康感」、「QOL」、
「気分」を評価するために「WHO SUBI
（ The Subjective Well-being 
Inventory； 主 観 的 健 康 感 ）」、「 WHO 
QOL（ Quality of life）」、「POMS 短縮
版（Profile of Mood States-Brief）」
の３種の市販の質問票と、一般的な生
活習慣を問う質問票１種類を用いる。 
 
（５）具体的なスケジュールに関して
は、【図１】にあるように、A グルー
プでは、内観的回想（介入期間）を 1
ヶ月、その後インターバルを約 2 ヶ月
設定し、その後コントロール期間 1 ヶ
月を設定した。B グループはコントロ
ー ル → イ ン タ ー バ ル → 内 観 的 回 想 の
順でいった。解析の際は、結果をクロ
スオーバーさせ、より質の高い研究結
果が得られるように配慮した。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）統計解析は SPSS を用いて行っ
た。 
 
４．研究成果 
（ １ ） NK 細 胞 活 性   

宗 教 団 体 に 入 信 し て い る 方 の 内
観 的 介 入 前 後 と コ ン ト ロ ー ル 前 後
の NK 細 胞 活 性 の 結 果 を【 図 ２ 】に
示 す （ N＝ ７ ２ ）。 我 々 の 予 想 に 反
し て 、内 観 的 介 入 に よ っ て NK 細 胞
活 性 の 変 化 を 認 め る こ と が 出 来 な
か っ た （ p=0 . 6 2 5）。 同 様 に 、 コ ン
ト ロ ー ル 前 後 で も 、NK 細 胞 活 性 の
変 化 は 認 め な か っ た （ p=0 . 3 0 3）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 研 究 は 、内 観 的 介 入 に よ っ て 、
神 仏 と 自 ら の 関 係 を 見 直 す こ と で
感 謝 の 気 持 ち を 高 め 、 そ れ に よ っ
て NK 細 胞 活 性 の 変 化 が 上 昇 す る
こ と を 期 待 し て い た 。 今 回 の 研 究
に よ っ て 、 内 観 的 介 入 後 に 感 謝 の
気 持 ち が 高 ま っ た か ど う か を 簡 単

に 答 え て も ら っ た （「 強 く 思 う 」、
「 あ る 程 度 思 う 」、「 思 わ な い 」 の
3 項 目 ）。 そ の 結 果 、 47％ の 方 が 、
「 強 く 思 う 」 と 回 答 し た 。 そ の 方
た ち を 対 象 に 、同 様 に NK 細 胞 活 性
の 変 化 を 確 認 し た が 、 全 体 で の 結
果 同 様 に 、NK 細 胞 活 性 の 内 観 的 介
入 前 後 で の 変 化 を 認 め る こ と が 出
来 な か っ た （ p=0 . 5 7 6）。 一 般 の 参
加 者 に つ い て も 、 内 観 療 法 的 介 入
前 後 で の NK 細 胞 活 性 の 変 化 は 認
め ら れ な か っ た 。  
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【図１】

 
（ ２ ） 心 理 テ ス ト の 結 果  

心 理 テ ス ト は POM S、 WH O S U B I，
WH O Q O L を 使 用 し た 。  
① PO M S  
「 気 分 」 を 測 定 す る POM S で は 、 6
つ の 気 分 尺 度 の う ち 、「 思 考 力 低
下 ・ 当 惑 」 を 示 す 尺 度 が 介 入 後 に
有 意 に 改 善 し た（ p=0 . 0 1 2、コ ン ト
ロ ー ル 時 は p=0 . 7 1 2）。  
② WH O S U B I  
「 主 観 的 幸 福 感 」 を 評 価 す る
WHO S U B I で は 、「 心 の 健 康 感 」と「 心
の 疲 労 度 」 を 測 定 す る 。 コ ン ト ロ
ー ル 時 に は 「 心 の 健 康 度 」 の 改 善
を 認 め な か っ た が （ p=0 . 5 1 6）、 内
観 療 法 的 介 入 に よ っ て 、「 心 の 健 康
度 」 が 改 善 し た （ p=0 . 0 0 2）。 こ れ
は 今 回 の 研 究 で 我 々 が 強 く 予 想 し
た こ と を 裏 付 け る 結 果 に な っ た 。
さ ら に 「 心 の 健 康 度 」 の 7 つ の 下
位 尺 度 の 中 で は 「 人 生 に 対 す る 前
向 き な 気 持 ち 」 が 優 位 に 改 善 し た
(p= 0 . 0 0 8 . コ ン ト ロ ー ル 時 に は
p=0 . 4 0 9 )。「 心 の 疲 労 度 」に 関 し て
は 介 入 前 後 、 コ ン ト ロ ー ル 前 後 と
も に 有 意 な 変 化 を 認 め な か っ た 。  
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③ WHO Q O L  
「 生 活 の 質 」を 測 定 す る WHO Q O L で
は 、 直 接 「 生 活 の 質 を 質 問 す る 問
い 」（ Q１ ） お よ び 下 位 項 目 の 「 精
神 性 ／ 宗 教 ／ 信 条 」 の 質 問 （ Q6）
で 、 内 観 療 法 的 介 入 前 後 で 統 計 学
的 に 有 意 な 改 善 が 認 め ら れ た
（ 各 々 p=0 . 0 0 5 , p = 0 . 0 1 4 7）。コ ン ト
ロ ー ル 時 に は こ う し た 項 目 で は 有
意 差 が 得 ら れ な か っ た （ 各 々
p=0 . 2 6 0 , p = 0 . 6 5 1）。  
 
【 得 ら れ た 成 果 の 国 内 外 に お け る
位 置 づ け 】  

宗 教 が 健 康 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す
る 医 学 的 研 究 に つ い て は 、 例 え ば
米 国 に あ る Duk e 大 学 の Koe n i g ら
が 中 心 と な り 、 精 力 的 に 研 究 を 進



め て い る 。Koe n i g ら の 研 究 と し て
は 700 ペ ー ジ 以 上 の ボ リ ュ ー ム を
持 つ Han d b o o k  o f  R e l i g i o n  a n d  
H e a l t h  ( 2 0 0 1 )  を は じ め と し て 、
多 く の 論 文 や 著 作 を 発 表 し て お り 、
彼 ら 以 外 に も 、 こ の 分 野 で の 研 究
は 多 い 。 し か し 、 宗 教 と 健 康 の 関
係 に 関 す る 研 究 は 、 日 本 に お い て
は こ れ ま で あ ま り 注 目 さ れ て こ な
か っ た 。 ま た 、 今 回 の 研 究 は 特 定
の 宗 教 に 特 異 的 な 宗 教 的 儀 式 に 着
目 す る の で は な く （ 例 え ば あ る 修
行 法 の 影 響 や 手 か ざ し 療 法 の 効 果
を 見 る の で は な く ）、「 感 謝 」 と い
う 、 す べ て の 宗 教 が 等 し く 重 視 す
る 感 情 に 重 点 を お い て 研 究 を 進 め
た 。 特 記 す べ き 点 は 、 内 観 療 法 的
介 入 を 用 い た 点 で あ り 、 こ の 方 法
は 、 自 ら の 神 仏 と の か か わ り を 過
去 か ら 現 在 ま で 調 べ る こ と に よ っ
て 感 謝 の 気 持 ち を 起 す た め の 方 法
と し て は 、 一 つ の 興 味 深 い 方 法 で
あ る よ う に 思 わ れ た 。  

今 回 の 研 究 は 、 残 念 な が ら 内 観
的 介 入 に よ っ て 、NK 細 胞 活 性 の 変
化 を 認 め る こ と が 出 来 な か っ た 。
こ の 点 は 、 1 ヶ 月 間 の 内 観 療 法 的
介 入 を 行 っ て お り 、 そ の 間 の い つ
採 血 を 行 う こ と が 最 も 良 い の か と
い う 問 題 と も 関 係 し て い る 。 今 回
の 研 究 は ク ロ ス オ ー バ デ ザ イ ン 研
究 と い う 質 の 高 い 方 法 を 用 い た 。
免 疫 細 胞 の 結 果 は 予 期 し た も の が
得 ら れ な か っ た が 、 本 研 究 は 内 観
療 法 的 介 入 を 用 い て 、 感 謝 の 気 持
ち と NK 細 胞 活 性 の 関 係 を 調 べ た
最 初 の 研 究 で あ る 。  

ま た 、 質 問 票 を 用 い た 評 価 で は
明 ら か な 改 善 を 認 め た 。  
 
【 今 後 の 展 望 】  

超 高 齢 化 社 会 を む か え 、 高 齢 期
で の 生 き 甲 斐 あ る 人 生 を ど の よ う
に す ご す の か 、 主 観 的 健 康 感 を ど
の よ う に 高 め る の か 、 な ど は 社 会
上 も 医 療 上 も 重 要 な 問 題 で あ る 。
こ う し た 問 題 を 解 決 す る 一 つ の 社
会 的 役 割 を 宗 教 が 今 後 ま す ま す 担
わ な け れ ば な ら な い の で は な か ろ
う か 。 今 回 の 研 究 は 、 宗 教 が 健 康
に 及 ぼ す 研 究 が 今 後 日 本 で も 重 視
さ れ る た め の 一 つ の 踏 み 石 で あ る 。 
今 回 の 研 究 は 、感 謝 が NK 細 胞 活 性
に 及 ぼ す 結 果 は 得 ら れ な か っ た が 、
心 理 テ ス ト で は 、 内 観 療 法 的 介 入
が 少 な く と も 「 主 観 的 幸 福 感 」 の
「 心 の 健 康 度 」 や 「 QOL」 ,「 人 生

に 対 す る 前 向 き な 気 持 ち 」 を は じ
め と す る 心 理 的 効 果 を も た ら す こ
と を 明 ら か に し て い る 。  

今 回 の 研 究 で の 免 疫 系 の 結 果 は 、
感 謝 が 免 疫 に 影 響 を 及 ぼ さ な い こ

、 、 、 、 、 、

と を 意 味 し て い な い
、 、 、 、 、 、 、 、 、

。 ど の 時 点 で
採 血 を 行 う の か が 大 き な 問 題 で あ
る し 、免 疫 指 標 も NK 細 胞 で よ い の
か ど う か も 検 討 の 余 地 は あ る 。 経
験 上 、 感 謝 は ス ト レ ス を 軽 減 し 、
ス ト レ ス に よ る 不 快 な 感 情 を 改 善
さ え す る こ と は 明 ら か で あ る 。 医
学 的 に は ス ト レ ス と 免 疫 の 関 係 は
こ れ ま で も 多 く 研 究 さ れ て き て い
る 。 よ っ て 、 何 ら か の 仕 方 で 感 謝
は 免 疫 系 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 は
強 く 示 唆 さ れ る 。 今 後 も 感 謝 と 免
疫 に 関 し て は 、 様 々 な 免 疫 指 標 を
心 理 テ ス ト と も 組 み 合 わ せ な が ら
確 認 し 、 検 討 し て い く こ と が 必 要
で あ る 。 感 謝 と い う 、 副 作 用 も 無
く 、 誰 も が 無 料 で 、 人 に 迷 惑 を か
け ず 、 自 分 の 努 力 次 第 で 可 能 と な
る 感 情 が 、健 康 に 及 ぼ す 可 能 性 は 、
今 後 も 重 要 な 研 究 テ ー マ で あ り 続
け る 。  
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